
コラボレーションの質を高めるICT機器

ICT equipment to effective collaboration



ハイブリッドワークが定着する中で、人々は住まいだけでなく、職場においても自分にとって価
値あるものとは何かに気づき、それをより重視するようになりました。企業は「働くこと」を根
幹から揺るがすような個人的価値観の変化を認識し、新たな時代に適した組織文化の構築に向け
て取り組まなければなりません。

働き方や働く人の価値観の変化。過去に経験し
たことのない大改革に直面し、オフィスの在り
方やコラボレーション方法が大きく変わろうと
しています。
ネットでの時間が増えリアルな機会が減り人間
的関わりが希薄なっています。テクノロジーの
進歩によって、いつでもどこでも仕事が出来る
ようになった反面、人間性の喪失といった難題
が存在しています。これからのAIに時代におけ
る企業の課題はつながりや居場所、信頼関係に
基づくコミュニティ意識を育む環境を創出して
いく必要があります。

情報型： 情報の共有や業務調整

評価型： 選択肢の検討と意志決定

生成型： 今までにないアイデアの生成と複雑な問題解決

働き方の変化

コラボレーションの種類

ハイブリッドコラボレーションの課題

情報型と評価型コラボレーションは、WEBを介
して簡単に行うことができます。しかし、通常
の環境でも難しい生成型コラボレーションは、
WEB環境となるとそのハードルはより高くなり
ます。WEB会議を経験している多くの人が、コ
ンテンツ共有の際に表情や視線、間合いや空気
感など非言語メッセージを読みとるのに苦労を
しています。人は五感を駆使して会話をしてい
ます。相手の視線、顔色、声のトーン、表情、
仕草を暗黙に感知し脳が処理を行い会話が成立
ちます。しかしWEB会議では五感が捉えられに
くく会話が成立しにくいです。よく言われる
「ZOOM疲れ」です。多くの視覚的情報が限ら
れるために脳がフル活動し、通常よりも疲れ易
くなると言われています。

コラボレーションの質を高める
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現在、リアルとリモート両方の参加者が混在するハイブリッド会

議やコラボレーションが浸透しつつある中、オフィスに集う意味

とは何なのでしょうか? 活気で賑わう街がそうであるように、オ

フィスには人々を集わせる多彩な「場」、つまり、リアルとリ

モート両方の参加者を円滑につなぐ役割が求められています。

まずは、家具や照明、映像や音声がどう相互に関係しているかを

把握して、空間設計や設備、IT をトータルで計画することでリア

ルとリモートのコミュニケーションはシームレスかつ円滑になり

ます。

Collaboration

コラボレーションスペース

ハイブリッドコラボレーションテーブルハイブリッド・コラボレーションを機能させる
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ビデオ会議ソリューション
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ビデオ会議ソリューション
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ビデオ会議ソリューション
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オフィスのLEDビジョン使用シーン

エントランス：企業PR
来客への企業紹介、製品紹介、会社概要などを
表示し、コーポレートブランディングの価値を
高めます。
会議室・プレゼンテーション・セミナー
高輝度を明るいスペースにおいても高解像度で
細部までくっきりと表示でき、プロジェクター
の様に暗くする必要はありません。明るい部屋
ですので資料を見ながら会議が可能です。
社内情報共有
社内ニュース、社内報、スケジュールなどを表
示し社内ナレッジを高め、ワーカーの意識を高
め、情報共有を加速させます。 《CoStair》オープンコラボレーションスペース 扇状階段ベンチ

LEDビジョンはデジタルサイネージと呼ばれる電子看板のひとつです。
Light Emitting Diode （LED）＝発光ダイオードを使用していることが特徴で、他のサイネージと比べ
ると高精細、高輝度、高コントラストで昼夜問わず長距離からの視認性に優れています。

LEDビジョンとは？

LED Vision



インタラクティブ ソリューション
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インタラクティブ ソリューション
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モバイルバッテリー ソリューション



モバイルバッテリー ソリューション
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入退室管理ソリューション
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入退室管理ソリューション
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入退室管理ソリューション
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入退室管理ソリューション
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